
近年、デジタルデンティストリーの進展に伴い、口腔内スキャナーや CBCT に加え、顔貌情報を三次元的に取得す
るフェイススキャンの重要性が高まっている。特に審美領域や補綴主導型治療計画においては、歯列・顎骨情報
と顔貌情報を統合した包括的診断が不可欠である。
本テーブルクリニックでは、RayFace（レイフェイス）を用いたフェイススキャンの実際の撮影手技から、データの取
り扱い、口腔内スキャンデータとのマッチング、臨床への応用方法までを、実例を交えて解説する。特に、正中・咬
合平面・スマイルラインといった顔貌基準をどのように治療計画や補綴設計に反映させるかに焦点を当てる。
また、フェイススキャンを活用することで得られる患者説明への有用性、チーム医療における情報共有、ならびに
従来法との比較におけるメリット・注意点についても言及する。短時間で導入可能なワークフローを提示し、日常
臨床においてフェイススキャンをどのように活用すべきかを考察することを目的とする。
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